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神奈川県の人口ピラミッド

 

 

＜神奈川県の人口ピラミッド＞ 
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知事部局職員９年度 ２４年度 比較

13,551人 7,629人 △5,922人

＜神奈川県の職員定数の推移＞ （平成９年度＝１００）
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＜出先機関の見直し＞
業務執行の合理化を図りながら、出先機関の再編・統合を実施
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特別支援学校
457億円　9.0％

高等学校
1,013億円
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＜教職員人件費の現状＞
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＜教育職員 5,098億円の内訳＞
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△９００△７０００財源不足額（A－B）

１８，９００１８，２５０１７，７３０歳 出 合 計（B）

３，０７０３，１１０３，３２６政 策 的 経 費

１５，８３０１５，１４０１４，４０４義 務 的 経 費

１８，０００１７，５５０１７，７３０歳 入 合 計（A）

平成２６年度平成２５年度平成２４年度
当初予算

区 分

平成25、26年度の財政収支見通し
単位：億円

２年間で１，６００億円の財源不足が生じる
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緊急財政対策の主な取組み

①県有施設の見直し

②補助金・負担金の見直し

③人件費の抑制

施設ごとに「廃止」「移譲」

「民間活力の導入」などを

検討

職員数・給与の削減等に

よる人件費総額の抑制

必要性や内容の妥当性を

検証し、廃止・削減等の

見直しを検討

中長期的課題への対応

①国に対する働きかけ

③教育のあり方を検討

②本県独自の取組み

地方税財政制度の

抜本的改革を国に求める!!

県債の管理目標を設定

全国一律の規定に対し、

実情に応じた柔軟な対応

 

11 

10 

-6-




